
本マニュアル利用上のご注意 

 本マニュアルは，当初作成した第１版マニュアルの冒頭部分に新たに実

装した機能説明を付加した暫定版です。完全改訂版は，平成 26年 8月頃の

ＷＥＢ掲載を想定して作成中です。今しばらくお待ちいただけますようお

願いいたします。 
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０．ＹＵＰＡＳＳ（山口大学特許検索システム）の新規実装機能 

 ０．１ 検索結果の特許公報データ一括取得機能 

 検索後の一覧表で表示された特許公報群について，公報に含まれる図以

外の文字情報を一括してＣＳＶデータ形式で取得する機能です。 

生成されるＣＳＶデータの項目は「公報種別」「出願番号」「出願日」「国

際出願番号」「国際出願日」「公開／公表番号」「公開／公表日」「特許／登

録番号」「登録日」「名称」「出願人」「発明者」「技術分野」「Fターム」「FI

記号」「IPC」「抄録(要約)」「発明の効果」「課題」「解決手段」「請求の範囲」

「キーワード」「自国分類」「審査請求の有無」「請求項数」「審査記録」「審

判記録」「登録記録」「公告番号」「公告日」「自社分類」「代理人」「その他」

に含まれるテキストデータであり，これらを整理することで特許マップ等

を作成することができます。 

 

 なお，画面下部の（ＥＸＺ用）ＣＳＶダウンロードボタンは検索結果が

３０００件未満の場合に表示されます。ＣＳＶファイル生成はサーバの負

荷が大きいため，サーバのタイムアウト表示が出る場合は検索結果を２０

上のボタンは『汎用

的なＣＳＶ形式ファ

イル』下のボタンは

インパテック（株）

が販売する『パテン

トマップＥＸＺ用の

ＣＳＶ形式ファイ

ル』です。 
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００件以内にして再度試して下さい。 

 ＣＳＶファイルを開くと下記のように表示されます。 

 
 

 
 これらの，ＣＳＶ形式データを表計算ソフトあるいは専用のパテントマ

ップソフトを利用して分析を行います。次頁上図は，Ｄ社が生産する低燃

費エンジンのイオン電流測定とフィードバック技術分析の一部，次頁下図

は，Ｍ社の化学企業から遺伝子技術企業への転換にともなう開発戦略の推

移分析の一部です。 
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Ｄ社低燃費エンジン 

 
Ｍ社戦略転換 

 

 

 

 ０．２ まとめて分類（絞り込み）検索機能 

 次頁図ＹＵＰＡＳＳ基本検索画面の左上に『絞り込み検索はこちら』の

リンクを配置しています。ここをクリックすると，まとめて分類（絞り込
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み）検索画面が開きます（別ウインドウ）。 

 

 別ウインドウの，まとめて分類（絞り込み）検索画面。 

 

 

 

『絞り込み検索はこ

ちら』のリンク 

検索欄に，例えば「キッコーマン」

という社名を入力して検索ボタン

をクリックすると，共同出願他社

名，ＩＰＣ，ＦＩに一括して分類さ

れます。更に，例えば「理研ビタミ

ン」をクリックすると，当該社のみ

の分類を行います。 
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１．ＹＵＰＡＳＳ（山口大学特許検索システム）について 

 

 山口大学では，研究教育用の特許情報検索環境を整備する目的で，平成

１６年度から特許検索システムの開発を進めてまいりました。システム名

は，Yamagchi University Patent Search Systemを略してＹＵＰＡＳＳ（ユ

ーパス）と呼んでいます。これは，（独）工業所有権情報・研修館が提供す

る特許電子図書館（ＩＰＤＬ）の機能を一部補完する性格も持っており，

両者を併用すると更に効果的な特許・実用新案情報の検索を行うことがで

きます。システムが整備され実運用を開始した平成１８年度に，山口大学

産学公連携・イノベーション推進機構（現組織名）に所管を移し，利用方

法の検討を含めた改良を続けています。このブックレットは，ＹＵＰＡＳ

Ｓを用いた特許・実用新案情報の検索方法を解説しています。 

     ―機能の特徴例― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆特許公報に含まれる全テキ

ストデータの一括検索機能 

 

◆テキスト全文の始点から終

点まで全ての文言検索機能 

（助詞等の部分で検索語句の

自動的な丸め処理は行ってい

ない） 

 

◆平均３秒程度の全文検索 

 

◆学内サーバ設置で時間帯にかか

わらず安定した検索が可能 

 

◆全文検索は平成５年以降の特許

実用新案に対応 

※ＹＵＰＡＳＳ 登録商標 5023535号 
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２．効果的な利用方法 

 

 特許情報等の検索サービスは，無料で利用できる簡便なシステムから有

料で多機能なシステムまで各種のシステムがリリースされています。ユー

ザーは，ご自身が実施する特許情報検索の目的や投入可能な予算を総合的

に判断して利用する検索サービスを選択することでしょう。例えば，研究

で参考にする技術情報を検索するケースと，侵害訴訟で特許発明の技術的

範囲を判断するケースに利用する検索システムは異なるかもしれません。  

また，例えば『暗闇での光触媒』というテキスト（語句）検索を行う場

合でも，システムによって『暗闇での光触媒』という文章そのままで一致

検索するもの，『暗闇』と『光触媒』に切り分けて論理積で検索するもの，

『暗闇』に「暗黒，遮光」等の類義語を追加投入し，『光触媒』に「親水」

を追加投入するシステムがあります。最初のシステムは，ご自身で検索語

句を慎重に考えた上で検索すると，少なくともその範囲内では検索漏れは

ないという特徴を持ちます。二番目の語句を切り分けるタイプ（google等）

は，検索速度が飛躍的に向上しますが，切り分けの状況により検索者が意

図しない検索漏れが発生します。三番目のシステムは，類義語辞書が充実

している場合は最も的確な検索ができますが，出願人が書類作成時に意図

的に類義語からはずれた用語を使用すると深刻な検索漏れが発生する可能

性があります。このように，特許検索システムはその採用するシステムに
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より検索精度等に一長一短がありますので，ユーザーが検索システムの違

いを理解した上で使い分けることが必要です。ＹＵＰＡＳＳは大学研究者

が利用することを想定し，一番目の検索語句をそのまま投入して前後一致

検索するシステムを採用しています。研究者であれば，バックグラウンド

でテキストを自動処理する検索システムより，類義語をご自身で考え論理

式を立てるシステムが良いであろうという判断をさせていただきました。 

ＹＵＰＡＳＳは山口大学のメールアカウントを保有する方に無料で提供

しています。同じく無料で利用できるシステムとしてＩＰＤＬがあり，こ

ちらも継続して機能拡充が進められているため，入門段階の方が簡単に技

術情報を検索する場合にはＩＰＤＬをご利用ください。特許情報検索の入

門者は，はじめにＩＰＤＬで検索に慣れることをお勧めします。ＹＵＰＡ

ＳＳの検索方法は多くの場合ＩＰＤＬに準拠していますから，慣れてきた

ら両方のシステムを同時に立ち上げて併用すると合理的です。 

 

両者の違いを表にしてみました。ＩＰＤＬの公報全文検索は，出願人名

や住所等の書誌的事項は検索フィールドに含んでいません。技術用語と発

明者住所等を網羅した検索の場合は，ＹＵＰＡＳＳが便利です。また，Ｙ

ＵＰＡＳＳは検索結果が１０万件以内であれば要約文を含んだリストが表

示されます。一方で，ＹＵＰＡＳＳには経過情報表示や意匠・商標等の検

索機能はありません。両者を上手に使い分けましょう。 
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３．ＹＵＰＡＳＳの基本検索画面 

 

 ＹＵＰＡＳＳは下記のＵＲＬから利用できます。学内のみならず，イン

ターネット経由で学外からのアクセスも可能です。 

http://www.yupass.jp/ 

はじめに山口大学メールアカウントとパスワードを用意してください。

ＵＲＬを入力すると下記の画面が開きます。①画面右上の『ログイン』を

クリックすると，②ログイン画面が開きます，ここでメールアドレスとパ

スワードを入力して，③『ログイン』ボタンをクリックしてください。 

 

 正常にログインすると，画面右上の「お問合わせ」の隣にユーザーアカ

ウント（メールアドレスの＠より左の部分）が表示されます。ログインし

ない場合でも検索をすることはできますが，検索結果リストが最大５件ま

での機能限定表示となります。 

 

① 

② 
③ 
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ＹＵＰＡＳＳは６種類の基本検索画面を持っています。 

①全文検索（簡易検索画面） 

 特許・実用新案公報の書誌 

的事項を含む全文を対象にテ

キスト検索を行います。 

 検索欄は一行のみで，スペ

ースを挟んで複数の語句を入

力した場合，各語句の論理積

で検索結果を返します。 

 

②詳細検索 

 検索欄は５行用意され，欄

の上下は論理積になります。

各検索欄１行の中にスペース

を挟んで複数の語句を入力し

た場合，論理積と論理和を選

択できます。検索対象は，特

許公報の書誌的事項を含む全

文，特許請求範囲，出願人，

同じく住所，日付等を組み合

わせることができます。 

 

③重みづけ検索 

 上記の詳細検索に重み付け

係数を組み合わせたものです。

係数は整数で１から１０まで

選択できます。結果リストは

係数の合計値が大きい順に表

示されます。 
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④集合検索 

 過去の検索結果は，集合と

して任意に保存することがで

きます。Ｓ１から順に集合名

がつきます。画面左下に過去

の検索時の集合名が表示され，

その集合名のみで検索を行い

ます。 

 

 

⑤引用文献検索 

 特許・実用新案公報番号を

元に，その公報の中に引用表

示されている公報と審査過程

で引用された公報を表示しま

す。あるいは，特許・実用新

案公報番号を元に，その公報

が将来的に引用されている

（被引用）公報を表示します。 

 

⑥文献番号検索 

 特許・実用新案公報番号が

判明している場合に，その公

報番号を元に公報を検索しま

す。同時に９件までの公報番

号を入力できます。ＩＰＤＬ

の「特許・実用新案公報ＤＢ」

に相当する検索画面です。 

 

 次章以降で，順にこれらの

検索方法を説明します。 

過去の検索時の集合 
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４．全文検索（簡易検索画面） 

  

 検索対象をプルダウンメニューで選択します。 

 

 対象を『特許公報』にして，検索欄に『光触媒 遮光』と入力する。 

 

↑ 

プルダウンメニューで 

公報種別を選択する。 

網羅的に検索する場合 

は全てを選択する 

 

↑ 

『光触媒』とスペースを挟

んで『遮光』を入力する。 

この場合、全文検索（簡易

検索）画面では、論理積で

検索結果を表示する。 
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 検索結果は１頁あたり１００件，合計１０万件までリスト表示できる。 

 
 初期表示は，上記のように要約（特許公報では請求項冒頭）表示なしの

リスト表示となる。『すべてを表示』をクリックすると要約等が表示される。 

 

↑ 

『すべてを表示』を 

クリックすると、要

約（特許公報では請

求項冒頭）が表示さ

れる  

↑ 

『表示ページ』の 

プルダウンメニュー

でページを移動。 
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 検索結果を集合として保存する場合。 

 

 検索結果が３千件以下の場合，『年別出願件数表示』をクリックすると四

半期毎の出願件数（出願日を基準）がグラフで表示される。 

 

 グラフの保存はスクリーンキャプチャー機能をご利用ください。 

『集合検索用に結果

を保存』をクリック

すると、検索結果の

集合が保存される。 

グラフ頭の○部分に

マウスを置くと、件数

が表示されます。 
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 公報番号をクリックすると，下記左図の公報固定アドレスサービス画面

が新たなウインドウとして表示される。その中の，公報番号をクリックす

ると更に新たなウインドウとして，公報がＰＤＦ形式で表示される。公報

は可能な限り保存しておきましょう。 

  
 上記二つの画面は，（独）工業所有権情報・研修館（ＩＮＰＩＴ）が提供

するサービスです。個別公報の閲覧や保存が終了したら，この二つの画面

は画面右上の×印をクリックして終了します。 

公報番号をクリック

すると下記左側の公

報固定アドレスサー

ビスが表示される。 

公報番号をクリック

すると、新たに右画面

が表示される。 
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 次ページの引用文献グラフは，特許３９８６７８６号（窒素酸化物除去

用光触媒）の公報本文中で記述されている過去の公報と，審査過程で審査

資料として何らかの形で引用された公報（整理標準化データとして引用マ

スター等で提供されている公報）をグラフ表示したものです。 

なお，整理標準化データのうち引用マスター等の提供日は，公報本文デ

ータの提供日より二ヶ月ほど遅れて提供されます。従って，直近の公報本

文を全文等で検索した場合，公報のリスト表示と公報本体データまでは表

示されますが，次頁のような引用文献グラフが表示されない期間がありま

す。また，平成４年末までの一部の公報についてはデータ蓄積の関係で引

用文献グラフが表示されない可能性があります。 

ここにあるページマークをクリックすると、該当公報の本文

中や審査過程で引用された公報がグラフ表示される（引用文

献グラフ）。 

ここにある☆マークを

クリックすると、該当公

報がブックマークとし

て保存される。後で読み

返す場合に便利。 

ＣＳＶファイルダウンロード機能の説明

は１５頁を参照してください。 
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 引用文献グラフの読み方を説明します。画面上部①に，引用関係グラフ

表示の基礎となる特許３９８６７８６号が表示されます。公報番号をクリ

ックすると，公報固定アドレスサービス経由で公報を取得できます。②の

「引用回数」は基礎となる公報の本文中に記述された公報と，審査過程で

引用された公報の回数を合計した数字です③。この数字は単に同一公報（例

えば特開平０１－９００３５号）が，基礎となる特許３９８６７８６号で

引用された回数の合計ですからあくまでも参考資料としてご利用ください。

より重要な情報は，④の「被引用回数」の数字です。例えば，図の特開平

０６－２７８２４１号の被引用回数は６６回となっています⑤。これは，

基礎となる特許公報で引用された特開平０６－２７８２４１号の公報が，

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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他の公報で引用されている場合にそれらの公報の合計数を表しています。

つまり，他の公報で引用された際の公報件数（被引用回数）が多い程，そ

の公報（特開平０６－２７８２４１号）が注目されており，重要特許（場

合によっては基本特許）に近い可能性があります。 

 下図は，前ページ引用文献グラフの末尾です。 

 

 画面下部の『ダウンロードボタン』をクリックすると，次頁のファイル

のダウンロード画面が開きます。このファイルは，公報実体ファイルでは

なく，公報番号のテキストファイルです。 
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 ここでは，『保存』ボタンを押して任意のフォルダーに保存してください。

このファイルはテキストファイルとして保存され，第１０章「公報引用関

係マップ」で下図のような時系列マッピング等を作成する際に利用します。 

 

時系列引用関係マップ 
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 検索結果をＣＳＶファイルとして保存することができます。 

 

画面下部①のＣＳＶダウンロードボタンをクリックすると，②の保存画

面が開きます。ここで，「保存ボタン」をクリックして任意のフォルダーに

保存します。ＣＳＶファイル形式で，リストアップされた公報の書誌的事

項を中心とした主要な情報が生成されていますから，ユーザーご自身ある

いは市販マッピングソフト等を利用して整理をしてください。 

 

 なお，次の第５章から第９章を利用して順に基本検索画面を解説します

が，検索リスト表示以降の操作は８頁から１５頁の説明と共通ですから各

章での重複説明は省略いたします。 

② 

① 
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５．詳細検索 

 

 詳細検索の基本画面です。 

 

 検索欄は５行用意されています。一番下の行は日付や期間を検索キーに

指定する場合に利用します。この部分は，『出願日』『公開日』『登録日』『（公

報）発行日』を選択します。これらの５行について，欄の上下は論理積に

固定されています。検索欄一行の中にスペースを挟んで複数の語句を入力

する場合は，プルダウンメニューから『ＡＮＤ』あるいは『ＯＲ』を選択

することで論理積と論理和を選択できます。検索結果０件のように，意外

な検索結果が出た場合は『ＡＮＤ』と『ＯＲ』の指定間違いが多いようで

す。検索結果が１０万件を超えると検索結果リスト表示ができません，語

句や分類記号あるいは日付等で更に絞り込んでください。年別出願件数表

示グラフは検索結果が３千件以内に収まらないと表示されません。同じく，

ＣＳＶファイル保存機能も検索結果３千件以内の条件で機能します。その

場合には，検索キーワード等を追加して件数を絞り込んでください。 

一番下の行は、日付や期間による検索に利

用します。入力方法はＩＰＤＬの公報テキ

スト検索画面と同じです。ここは「出願日」

「公開日」「登録日」「（公報）発行日」を

選択することができます。 
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 検索対象公報は下記の組み合わせを用意しています。通常はデフォルト

で表示されている『すべて』のままでよいでしょう。主として権利化され

た技術情報を検索する場合は，『特許公報(b)+特許公報(b9)』を選択してく

ださい。公開系の公報だけを検索する場合は，『公開特許公報(a)+公表特許

公報(t)+再公表特許(s)』を選択してください。 

 

 

 日付・期間検索以外の４行は検索キーを自由に選択できます。検索キー

は，『全文』『発明の名称』『出願人氏名』『出願人住所』『発明者氏名』『発

明者住所』『書誌情報』『要約』『請求項（特許請求の範囲）』『ＦＩ』『ＩＰ

Ｃ』が用意されています。『Ｆターム』による検索は２２頁を御覧ください。 

 

 『出願人氏名』で検索されない場合，カタカナ表記や「－（マイナス）」

「ー（カタカナの長音）」「・」「．」の部分についていくつかの異なる入力

を試みてください。出願人側で，意図的に社会通念と異なる表記を採択し

ている事例が多く存在します。次頁で，光触媒技術を検索しましょう。 
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 このシステムは類義語の自動補充はしませんから，『光触媒』だけでなく

『親水』も含めて論理和（ＯＲ）とします。同じく，『暗黒』『遮光』『暗闇』

『暗室』を論理和にして，暗くても機能する光触媒技術を検索します。 

 

 ５４２８件検索されました。プルダウンでページジャンプをします。 

『光触媒』と『親水』を

論理和（ＯＲ）に設定。

同じく、『暗黒』『遮光』

『暗闇』『暗室』を論理和

（ＯＲ）に設定。 

５４２８件の

中で１頁目 

ページジャンプ 
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 前頁の検索から更に検索を絞り込みます。新たに，『出願人氏名』として

『大日本印刷』を入力，『公開日』をキーに『２００７年１月１日から６月

３０日』を入力します。期間の指定は半角英数字，セパレーターには半角

のコロン『:』を利用します。 

 特許分類検索であるＩＰＣやＦＩを利用する検索は，ＩＰＤＬの公報テ

キスト検索とほぼ同様の方法です。付与された分類を調べるときは，ＩＰ

ＤＬの「パテントマップガイダンス（ＰＭＧＳ）」画面を併用してください。

このようにＹＵＰＡＳＳを利用する際には，常にＩＰＤＬも併用して必要

に応じて両システム間を移動すると便利です。 

 

 

 

 

 

 

７件検索された 

20070101:20070630 

と入力する。 
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次の図は，ＩＰＣと技術用語を併用した検索画面です。ＩＰＣの

『G03B21/62』をＩＰＤＬの「パテントマップガイダンス（ＰＭＧＳ）」で

調べると，上位概念である映写機または投映形式のビュアー技術

（G03B21/00）に属する下位概念の技術です。具体的には，その中で

『G03B21/62』として半透明のものが分類されています。下の図は，ＩＰＣ

の『G03B21/62』と『透過×スクリーンの論理積』を更に論理積で検索す

ることを意味しています。 

 

 この検索時点で２２６３件が検索されました。 

 

２２６３件検索

された 
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次の図は，同様にしてＦＩと技術用語を併用した検索画面です。ＦＩは

ＩＰＣ（国際特許分類）を基礎に，ＩＰＣ記号の末尾に日本独自の分類展

開記号を付加したものです。末尾の記号は，日本国特許庁の独自分類体系

です。ここでは，ＦＩの『G02B5/02B』と『透過×スクリーンの論理積』

を更に論理積で検索することを意味しています。『G02B5/02B』は，上位分

類の『G02B』としての「光学要素，光学系，または光学装置レンズ以外の

光学要素」の中で，『G02B5/02』に分類されている「拡散性要素；アフォー

カル要素」のうち，『G02B5/02B』振巾拡散要素を表しています。 

 

この検索時点で５０７件が検索されました。 

 

５０７件検索

された 
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ＹＵＰＡＳＳには，明示的なＦターム検索機能は実装していません。Ｉ

ＰＤＬの特許実用新案分類検索で，Ｆタームだけで検索を行うサービスが

提供されていますから基本的にはそちらをご利用ください。但し，既存の

多くの特許検索システムではＦタームと技術用語，あるいはＦタームと出

願人氏名等の統合検索サービスは提供されていません。ＹＵＰＡＳＳの全

文検索フィールドは，Ｆターム分類記号を含む公報の全情報が収納されて

いますので，裏技的方法で統合検索を行うことができます。この方法は関

係ない公報がノイズとして検索される欠点がありますが，技術用語による

検索等を組み合わせると意外に的確な結果が帰ってくるようです。 

 図はこの裏技検索事例です。Ｆターム記号は，あらかじめＩＰＤＬの「パ

テントマップガイダンス（ＰＭＧＳ）」か，類似技術の公報から調べてくだ

さい。検索フィールド一行目を『全文』に指定，『2H021』『BA22』『BA23』

を入力して論理積（ＡＮＤ）に設定します。次に，検索フィールド二行目

を『全文』に指定，技術用語を『透過 スクリーン』と入力して論理積（Ａ

ＮＤ）に設定して検索ボタンをクリックします。 

 

検索結果を見るとそ

れなりに的確な結果

が出ています。 
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６．重みづけ検索 

 

 前章で説明した詳細検索に重み付け係数を組み合わせたものです。検索

でヒットした各箇所に該当の重み付け係数を掛けて，公報毎にその合計値

が大きい順に検索結果リストが表示されます。ＹＵＰＡＳＳではユーザー

がご自身で１から１０までの係数を指定するシステムとして設計しました。

これは検索結果に至る経緯をユーザーが把握できるようにしたものです。 

結果リストは係数の合計値が大きい順に表示されます。 

図は，光が届かなくても機能する光触媒技術の検索例です。検索フィー

ルド一行目を『全文』に指定，技術用語を『光触媒 親水』と入力し論理

和（ＯＲ）で重み付け係数を『１』に指定，検索フィールド二行目を『全

文』に指定，技術用語を『暗黒 遮光 暗闇 暗室』と入力し論理和（Ｏ

Ｒ）で重み付け係数を『１０』に指定した事例です。 

 

 

 

この事例では公報中の『光触媒』語数×１と『親

水』語数×１を足した数字に、『暗黒』語数×１

０と『遮光』語数×１０と『暗闇』語数×１０

と『暗室』語数×１０を足した数字を合計した

数字の大きい順に公報が並びます。 
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前頁の検索式で，実質的に重み付けがない場合（全ての係数が１）と『暗

黒』系語句に１０倍の係数を掛けた場合を比較します。 

 

 

 

 

『暗黒』『遮光』『暗闇』『暗

室』の係数を１０倍にする

と、検索結果リストは該当

要素数が大きい順に並び変

わります。 
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 前頁で，『暗黒』系語句に１０倍の係数を掛けた検索結果リストの最初の

公報です。 

 

要約の文章は， 

【課題】 夜間や暗室あるいは体内といった光の無い空間においても，光

触媒活性を有し，取り扱い性に優れ，かつ蓄光材料から放出される光を有

効に活用することが可能な光触媒複合粒子を提供する。 

【解決手段】 蓄光性を有する粒子の表面に，光触媒活性を有する光透過

性物質が被覆されていることを特徴とする光触媒複合粒子であり，前記光

触媒活性を有する光透過性物質が，可視光により光触媒活性を有する物質

であることが好ましく，さらに好ましくは蓄光性を有する粒子の表面と，

光触媒活性を有する光透過性物質からなる被覆層との間に中間層を設ける

ことを特徴とする光触媒複合粒子。 

と記述されており，『光が届かなくても機能する』という重み付けが機能し

ていることが判ります。 
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７．集合検索 

 

 はじめに集合検索で利用する集合を作成しましょう。 

 

全ての公報を対象に，１行目を公報全文『共連』に，同じく２行目を公

報全文で『検知』『探知』『検出』『検索』の論理和に設定して，これらの結

果を論理積で絞ります。この時点で１９８件検索されましたので，画面①

の「集合検索用に結果を保存」をクリックすると，②の保存確認画面が開

きます。ここで，「ＯＫボタン」をクリックすると，画面③に『Ｓ１』とい

う名前で保存された検索結果が表示されます。次に，１行目を公報全文『光

触媒』と『遮光』の論理積で検索して，この結果１０３件を集合検索用に

保存します（Ｓ２）。今回保存したＳ１とＳ２は，集合検索の結果がわかり

やすいように両集合間で共通する公報がないものを選んでいます。 

集合名はＳの後に順に番号が加算されます。なお，検索集合は集合検索

用に結果を保存した時点における集合であることに注意しましょう。 

これらの検索集合は，集合検索結果保存欄下部の『検索結果をすべて消

去』の部分をクリックすると消去することができます。検索履歴やブック

マーク情報も同様に消去します。 

 

 

① 

② 
③ 
④ 
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 検索集合Ｓ１とＳ２の論理和を求めると，両者に共通する公報がないの

でＳ１の１９８件とＳ２の１０３件を合計した３０１件が検索されます。 

 
検索集合Ｓ１とＳ２の論理積を求めると，両者に共通する公報がないの

で０件となります。 
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８．引用文献検索 

 

 引用文献検索画面で，『引用文献』ラジオボタンをチェックして，文献番

号欄に公報文献番号を入力し検索ボタンをクリックすると，その公報本文

中に記述された過去の公報と審査過程で引用された公報が表示されます。

図は特許３９８６７８６号で引用された過去の公報を検索するものです。 

 

特許３９８６７８６号の引用文献検索結果は下記のようになります。 

   

引用文献検索結果画面の読み方は，検索結果リストから引用関係を表示す

る項目（１２～１４頁）で説明済みです。 

『引用文献』ラジオボタンを

チェック。文献種別を『特許

公報』に指定、文献番号に『３

９８６７８６』を入力し検索

ボタンをクリック。 
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 次に，引用文献検索画面で『被引用文献』ラジオボタンをチェックして，

文献番号欄に公報文献番号を入力し検索ボタンをクリックすると，その公

報を引用した公報が表示されます。図は公開特許公報２００３－９３８７

７号を引用した公報を検索するものです。前頁とは逆に，文献番号欄に入

力した該当公報の出願後の公報から，すなわち将来からその公報を引用し

た公報を表示します。この件数が多い場合，該当公報（特開２００３－９

３８７７号）は基本発明や重要発明に近い技術の可能性があります。 

 

次図の下部に表示されている二つの公報が，その本文中あるいは審査過

程で公開特許公報２００３－９３８７７号を引用しています。多いときに

は，この部分に数十件あるいは百件を超す公報がリストアップされます。

そのような場合は引用された公報の発明は基本発明や重要発明の可能性が

極めて高いものと推測されます。 

 

下の二件の公報で特開２００３－９

３８７７号の公報を引用している。 
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９．文献番号検索 

 

文献番号検索画面では，予め特許・実用新案の公報番号が判明している

場合にその公報番号を元に検索します。はじめに，文献種別入力欄に画面

上部の文献種別表末尾の半角英文字を入力します。半角であれば大文字，

小文字のどちらでもかまいません。次に，文献番号入力欄に文献番号を入

力します。公開公報，公表公報，公告公報等は暦年毎に１から連続番号が

付与されます。従って，半角四桁の西暦数字の後に，半角の「-」，そして

半角数字の通し番号を入力します。あるいは，西暦数字に代えて元号の半

角「H」に二桁の年号数字も利用できます。入力後に検索ボタンをクリック

すると下図のように該当公報が検索されます。 

 

この画面は，ＩＰＤＬの「特許・実用新案公報ＤＢ」に相当します。検

索用の文字や数字の入力はＩＰＤＬに準拠しています。 

 

 

入力後に検索ボタンをクリックする

と、下部に公報がリスト表示される。 
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１０．公報引用関係マップの利用方法 

 

引用文献検索による引用関係表示画面は１２～１４頁と２８～２９頁で

説明しました。ここでは，その際に画面下部ダウンロードボタンから保存

したテキストファイルを利用して引用関係を可視化する二種類の「公報引

用関係マップ」の利用方法を説明します。 

「公報引用関係マップ」は，特許文献の引用関係を可視化するものです。

このソフトとして，単純に公報の引用関係を表示する「公報引用関係マッ

プソフト」と，出願日を基準とする時間軸の要素も組み込んだ「時系列公

報引用関係マップソフト」の二種類が用意されています。 

  

これらのマップソフトは，ＹＵＰＡＳＳのＷＥＢ基本システム上では利

用できません。はじめに「公報引用関係マップ」ソフトのダウンロード画

面から該当ソフトの圧縮ファイルを取得した後，任意のフォルダーに解凍

して下さい。ここで，下記のように「Map1」と「Map2」の二つのフォルダ 

ーと，「Readme.pdf」という利用マニュアルが

作成されます。「Map1」が「公報引用関係マッ

プソフト」で，「Map2」が「時系列公報引用関

係マップソフト」です。なお，前者はインス

トール不要で，プログラムファイルをダブル

クリックすると開始します。後者は，インス

トール作業が必要です。次頁以降でこれらを

順に説明します。 

公報引用関係 

マップソフト 

時系列公報引用関係 

マップソフト 
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１０－１ 公報引用関係マップソフトの利用方法 

 

「Map1」フォルダーには，下記のように「Map1.jar」と「Mapping.bat」

の二つのファイルが保存されています。「公報

引用関係マップソフト」は，「Mapping.bat」

ファイルをダブルクリックすると開始します

が，その前提条件としてユーザーのパソコン

に JRE6 環境（あるいはそれ以降のバージョ

ン）が予めインストールされていることが必

要です。もし，ご利用のパソコンに JRE6がイ

ンストールされていない場合は，先に JREを

インストールします。 

① お使いのパソコンに JRE6がインストールされていない場合は，JREを

インストールします。以下のアドレスにアクセスしてください。インスト

ールされている場合は，手順⑥にお進みください。 

http://java.sun.com/javase/ja/6/download.html 

② Java Runtime Environment (JRE) 6 Update5をダウンロードします。 
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③ ダウンロードページにアクセス後，Acceptを選択してください。 

 

④ Windows Platform - Java SE Runtime Environment 6 Update 5 をダ

ウンロードしてください。 

⑤ ダウンロードしたファイルをダブルクリックし，インストーラに従っ

てインストールをしてください。 

⑥ 操作方法 

Ａ．任意の場所にコピーした Map1フォルダ内の Mapping.batをダブルク

リックして起動します。 

Ｂ．「ファイル読込ボタン」で，あらかじめＹＵＰＡＳＳ引用関係表示画

面からダウンロードした引用文献検索結果のテキストファイルを読み

込みます。 

Acceptを選択 

ダウンロード 
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初期表示はこのように中央にまとまった形になっています。 

 

 

終了する場合は、終了ボタンを

クリックする。 
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Ｃ．表示された特許公報は公報番号上でクリック後，ドラッグすると移

動します。 

 
 Ｄ．ご利用のパソコンがネットワークに接続されている場合，該当する

特許公報番号上で右クリックをすると，ＹＵＰＡＳＳ引用文献検索画面が

別ウインドウで表示されます。 

⑦ 「保存」ボタンをクリックすると，⑥Ｃで移動した情報を保存します。

ファイル形式はテキスト形式で保存してください。 

 

該当特許公報番号上でクリッ

ク後、任意の場所にドラッグし

て読みやすくします。 
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１０－２ 時系列公報引用関係マップソフトの利用方法 

 

「Map2」フォルダーには，下記のように二つのフォルダーと「Setup.exe」 

及び「Setup（Windowsインストーラパッケー

ジ）」が保存されています。「時系列公報引用

関係マップソフト」は，「Setup.exeファイル

をダブルクリックしてインストールをします

が，その前提条件として.NET Framework 2.0

以上の環境を必要とします。ご利用のパソコ

ンに.NET Framework 2.0がインストールされ

ていない場合にはインストールする必要があ

ります。 

① お使いのパソコンに.NET Framework 2.0がインストールされていない

場合は，インストール画面で.NET Frameworkのインストーラが起動します。

これらの環境が整っている場合は，手順⑥に進みます。 

② 「Map2」フォルダー内の Setup.exeを実行してください。 

③ .NET Frameworkがインストールされていない場合には，自動的に.NET 

Framework のインストーラが起動します。画面の指示に従ってインストー

ルを進めてください。すでにインストールされている場合には，ソフトウ

ェアのインストールに進みます。 

④ Windows インストーラ 3.1 がインストールされていない場合には自動

的に Windowsインストーラ 3.1インストーラが起動します。画面の指示に

従ってインストールを進めてください。すでにインストールされている場

合には，ソフトウェアのインストールに自動的に進みます。 

⑤以下のように再起動のメッセージが表示された場合にはパソコンを再起

動してください。 
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⑥ 時系列公報引用関係マップソフトインストールは「Map2」フォルダ内

の Setup.exeを実行してください。 

⑦ インストールウィザードにしたがってインストールを進めてください。 

 

⑧ 以下の画面が出るとインストール完了です。 
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操作方法は，はじめに画面左下の「スタート」ボタンをクリックして，

「ＹＵＰＡＳＳ」「マップ表示」を選択する。しばらくすると下記マップ表

示画面が立ち上がる。 

 

 画面左上の「ファイル」をクリックして，予め保存した公報引用関係テ

キストファイルを開くと次頁の時系列公報引用関係マップが表示されます。 

 

画面左下の「スタート」ボタンをク

リックして、「ＹＵＰＡＳＳ」「マッ

プ表示」を選択。しばらくすると下

記マップ表示画面が立ち上がる。 

公報引用関係テキストファイルを指

定して、開くボタンをクリックする。 
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 ネットワークに接続されている場合には，表示された時系列公報引用関

係マップの公報番号上を右クリックすると，当該公報のＹＵＰＡＳＳ引用

関係表示画面が開きます。 

 

 

 

 

時間軸 

公報番号上を右クリックするとＹＵ

ＰＡＳＳ引用関係表示画面が開く。 

公報番号上をクリックすると該当公

報の引用関係のみ線で繋がる。 

元に戻すには、表示されている線の上

をクリックする。 
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１１．特許公報・実用新案公報の種類 

 

ここでは，特許と実用新案に関する公報の種類を説明します。なお，実

用新案制度は，平成６年１月１日から無審査登録制度に移行しており，そ

の前後と移行過程で実用新案公報の種類が複雑になっています。説明を判

りやすくするために，特許と実用新案を分けて説明することにします。 

 

１１－１ 特許公報の種類 

 

 図は，国内特許出願の流れを表しています。特許公報（広義）は，単に

出願にかかる内容を公開しただけの「公開公報」系と，基本的に権利化さ

れた発明が開示されている「特許公報（狭義）」「特許公告公報」系の二種

類に大別することができます。前者の公開公報系は，「JPA_2008-12345」の

ように公報種別記号として「A」が付与されます。後者は，「JPB_3805234」

のように公報種別記号として「B」が付与されます。 

 

なお，図の「公表特許公報」は国内特許出願ではなく，外国に出願され

たＰＣＴ国際出願で日本を指定国にしたものについて，世界知的所有権機

関（ＷＩＰＯ）による国際公開後，国内移行後の所定手続きを経た上で日

本国特許庁から発行された公報です。「再公表特許」は，日本に出願された
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ＰＣＴ国際出願について，世界知的所有権機関（ＷＩＰＯ）から日本語で

国際公開された後，再度日本語で日本国特許庁から発行されたものです。

再公表は日本国特許庁に義務づけられたものではないので，より正確には

「公報」としての表現は使わずに「再公表特許」と表記されています。「公

表特許公報」と「再公表特許」は，国内特許出願の「公開特許公報」と同

じ性格と理解して下さい。 

前図の最下部にある「特許公報（狭義）」が，審査等を経て登録された特

許発明の公報です。「特許公報」と表現した場合，幅広く公開特許公報等（広

義）」まで含めた特許庁が発行する公報全般を意味する場合と，特許権とし

て登録された公報（狭義）を意味する場合があります。 

なお，平成７年１２月３１日までは，「特許公報（狭義）」ではなく，登

録前（特許査定前）に「特許公告公報」が発行される手順が採用されてお

り，そのタイミングで何人も異議申し立て手続きを行うことができ，その

後に登録されることになっていました。この旧制度の場合，「特許公告公報」

が発行された出願の大部分は登録に至っていたので，「特許公告公報」と「特

許公報（狭義）」は同じ性格と考えて良いでしょう。現在は，特許権として

登録された後に「特許公報（狭義）」が発行され，この登録に疑義を持つ者

は無効審判制度で該当特許の無効主張を行う方法に移行しています。従来

の無効審判制度は，請求人適格として権利者との利害関係が要求されてい

ましたが，無効審判請求理由の大部分で請求人適格を「利害関係人」から

「何人も」に緩和することで，旧制度の異議申し立て制度を無効審判制度

に吸収した形になっています。 

現行制度で最終的に登録された特許出願は，原則として特許出願から１

年６月を経た後に発行される「公開特許公報」，特許原簿登録後に発行され

る「特許公報」の順に公報が発行されることになります。但し，早期審査

で登録されものや出願分割等を繰り返した場合には，先に「特許公報」が

発行される場合もあるので，これらの詳細な個別出願経緯はＩＰＤＬの「経

過情報」で確認します。 

特許出願審査請求がなされて実体審査に推移した出願は，その審査過程

で補正により「特許請求の範囲」「発明の詳細な説明」等の文言や図が修正

されることが多い。従って，経過情報で補正手続の推移を把握するととも

に「公開特許公報」と「特許公報」の変更箇所を確認する必要がある。 
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下記は，特許公報第 3886055号（排水トラップ及びこの排水トラップを

備えた浴室）の「特許請求の範囲（請求項１）」文言修正箇所を表している。

但し，軽微な修正部分はアンダーラインで確認できるが，請求項ごと削除

されたり，文章が全て差し替えられた場合はアンダーライン表示がないの

で，基本は「公開特許公報」と「特許公報」を丹念に比較するしかない。 

 

 参考までに，上記の特許公報第 3886055号にかかる特許出願の，公開特

許公報 2007-211579の請求項１は下記のように記述されている。 

【請求項１】 

本体内を天面から垂設された遮蔽部材により流入室と流出室との２室

に区画し，前記流入室の天面に洗い場排水流入用の開口を設け，前記遮

蔽部材と本体底面との間の封水に水没する部位に前記流入室と前記流

出室との連通部を設け，前記流出室に流出口を設けた排水トラップであ

って，前記流入室の側面に浴槽排水が流入する浴槽排水流入口を設け， 

前記浴槽排水により前記流入室内に渦流を発生させる渦流発生手段を

設けたことを特徴とする排水トラップ。 

公開公報の請求項１と，登録後の特許公報請求項１を比較すると，登録（権

利化）までの経緯で，渦流発生手段の形状が「縦長状」に形成されたもの

のみが権利範囲となるように，発明の技術的範囲を減縮する補正がされた

ことが判る。なお，当初の出願は途中で分割出願されて，渦流発生手段の

形状を縦長状にして発明の技術的範囲を減縮する補正がされた出願が第

3886055 号として登録され，もう一方の出願は平成２０年１２月１７日に

出願審査請求が提出され本マニュアル作成時点で審査中となっている。 
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登録された第 3886055号は，その審査過程で，審査官から浴槽排水が流

入室内に入る際に渦流を発生させる過去の引用公報が指摘され，これに対

応して出願人が技術的範囲を狭くする補正を行ったものです。 

 

以下，特許出願にかかる公報を順に説明する。 

 

 

 

 

 

この部分が縦長形状のみ

が権利範囲となるように、

特許発明の技術的範囲が

狭くなっている。 
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【公開特許公報】 図は公報の一部 

 
特許出願されてから 1年 6月を経過した後に発行される公報であり，審

査に入っているか否かはＩＰＤＬ等で経過情報を確認しないと判別できな

い。公開公報のうち，ほぼ三分の一が登録に至ると考えるとよい。登録に

至ったものでも，審査過程で行われた補正により特許発明の技術的範囲が

減縮されている場合が多い。 

公開番号、公開日等 
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【公表特許公報】 図は公報の一部 

 

 図は，平成２１年１月８日に発行された公表特許公報２００９－５００

０２，発明の名称は「癌の治療のためのＳＭＹＤ３トランスフェラーゼを

調整する化合物の同定」である。２００５年（平成１７）年７月１日の米

国出願を基礎にした優先権出願として，２００６年（平成１８）年６月２

３日にＰＣＴ国際出願が行われた。これを受け付けた世界知的所有権機関

（ＷＩＰＯ）が，２００７年（平成１９）年１月１１日にＷＯ２００７／

００４５２６号の国際公開を行ない，その後に指定国の一つである日本で

国内手続に移行したので２００９年（平成２１）年１月８日に公表特許公

報第２００９－５００００２号が発行されたものである。特許請求範囲の
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請求項１のみを抜粋すると下記のように記述されており，遺伝子配列は別

ファイルにまとめられている。 

【請求項１】 

SMYD3 による網膜芽細胞腫のメチル化を調整する作用因子を同定するため

の方法であって，以下の工程を含む方法: 

a.以下からなる群より選択される，メチルトランスフェラーゼ活性を有す

る SMYD3ポリペプチド: 

i.配列番号:2のアミノ酸配列を含むポリペプチド; 

ii.1つまたは複数のアミノ酸が置換，欠失，または挿入された，配列番号:2

のアミノ酸配列を含むポリペプチドであって，さらに，該ポリペプチドが

配列番号:2 のアミノ酸配列からなるポリペプチドと等価なメチルトラン

スフェラーゼ活性を有する，ポリペプチド; 

iii.配列番号:2 と少なくとも約 80％の相同性を有するアミノ酸配列を含

むポリペプチドであって，該ポリペプチドが配列番号:2のアミノ酸配列か

らなるポリペプチドと等価なメチルトランスフェラーゼ活性を有する，ポ

リペプチド; 

vi.ストリンジェントな条件下で配列番号:1 のヌクレオチド配列からなる

ポリヌクレオチドとハイブリダイズするポリヌクレオチドによってコード

されるポリペプチドであって，該ポリペプチドが配列番号:2のアミノ酸配

列からなるポリペプチドと等価なメチルトランスフェラーゼ活性を有する

ポリペプチド;および 

v.配列番号:2 のアミノ酸配列の位置 117～246 のアミノ酸配列を含むポリ

ペプチドであって，該ポリペプチドが配列番号:2のアミノ酸配列からなる

ポリペプチドと等価なメチルトランスフェラーゼ活性を有する，ポリペプ

チド;と，メチル化される網膜芽細胞腫ペプチドおよび補助因子を，網膜芽

細胞腫ペプチドのメチル化に適した条件下，作用因子の存在下で接触させ

る工程； 

b.網膜芽細胞腫ペプチドのメチル化レベルを検出する工程;ならびに 

c.工程(b)のメチル化レベルと，作用因子の非存在下で検出された対照レベ

ルを比較する工程であって，対照レベルと比較したメチル化レベルの増加

または減少は，作用因子が SMYD3による網膜芽細胞腫のメチル化を調整す

ることを示す，工程。 
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 なお，参考資料として，公表特許公報２００９－５０００２号の元にな

る国際公開ＷＯ２００７／００４５２６号の一頁目を下に示す。 

 

 ＹＵＰＡＳＳには国際公開公報の検索機能はありません。上記の国際公

開公報を検索する場合には，ＩＰＤＬのトップページから「特許・実用新

案検索」「外国公報ＤＢ（次頁図）」に飛び，発行機関「ＷＩＰＯ」の欄に

記述されている入力例を参考に検索します。ここでは半角大文字英数字で

『WO-A1-2007004526』と入力して，画面下部の検索ボタンをクリックする

と該当公報に飛ぶリンクが表示されます。 
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 （参考）ＩＰＤＬの外国公報ＤＢ検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この部分に、 

WO-A1-2007004526 

と入力して、文献番号照会

ボタンをクリックする。 
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【再公表特許】 図は一部 

再公表特許は，日本に出願されたＰＣＴ国際出願について，世界知的所

有権機関（ＷＩＰＯ）から国際公開後に，再度，日本語で日本国特許庁か

ら発行されたものです。図は，平成１０年４月２８日に発行された再公表

特許で，番号は国際公開番号を利用した表記となっています。 

 

発明の名称は「非水二次電池」，平成７年３月６日，平成７年４月２７日，

平成７年７月２１日に日本に出願された３つの出願を基礎にした優先権出

願として，平成８年３月５日にＰＣＴ国際出願が行われた。受け付けた世

再公報特許の発行日は 

平成１０年４月２８日 
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界知的所有権機関（ＷＩＰＯ）が，１９９６年（平成８）年９月１２日に

日本語でＷＯ１９９６／０２７９１０号の国際公開を行ない，日本での国

内手続に移行後に再公表特許として発行されたものが前頁の図である。そ

の後，この出願は特許４０１６４２７号として登録され，最終的に山口県

内の企業に譲渡されている。 

（参考）該当再公表特許の国際公開公報 
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【特許公報（狭義）】 図は公報の一部 

 

図は，平成１４年３月１８日に発行された特許第３２６７５１２号の公

報であり，発明の名称は「物品取出装置」，登録日は平成１４年１月１１日

となっている。出願日は平成８年６月５日，公開特許公報は平成９年１２

月１６日（平成９年－３２６０８１号）に発行されている。 
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 本特許発明は，装置本体内に設けられたカプセル等の物品（景品等）を

一つずつ取り出す物品取出装置に関するもので，①物品収納ケース内の物

品入れ替えの際に，物品収納ケース自体を取り替える方法で取り出せる物

品を簡単に変更すること，②取り出す物品の大きさが異なっても対応がで

きる汎用性のある物品取出装置を提供することを課題としている。 

 （参考）添付図面２ 

 

特許請求範囲「請求項１」のみを抽出すると，『以下の構成を有する物品

取出装置・・・（イ）正面を有する装置本体であって，操作部，物品取出口

および該物品取出口と一端で連通した落下通路を有する前記装置本体と，

（ロ）前記装置本体に装着することにより，上部の物品投入用開口部が前

記装置本体により覆われ，底部の落下口が前記落下通路の他端と対向する

物品収納ケースであって，物品入れ替え時に前記装置本体の正面より引き

出し可能な前記物品収納ケースと，（ハ）前記物品収納ケースの底壁に設け

られ，前記操作部の操作に応じ回転する回転盤であって，その回転方向に

沿って形成された複数の孔を有し，前記操作部の操作に応じた回転により

該複数の孔の何れか一つが前記落下口と対向する位置に導かれた時，前記

物品収納ケース内の物品を前記落下口から前記落下通路へ導出可能にする

回転盤。』と記述されており 

前述した二つの課題を実現する構成が示されている。 
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１１－２ 実用新案公報の種類 

 

実用新案制度は，平成６年１月１日から実質的な無審査による登録制度

に移行しています。新制度による公報は『登録実用新案公報』として，出

願から半年後に発行されます。いずれにしても，無審査登録制度に移行す

る前後で公報の発行体制が異なります。更に，旧制度で審査を継続してい

た出願について，平成８年１月１日以降は登録前の異議申立制度が廃止さ

れて，登録後の異議申立あるいは無効審判による処理に変更されています。

従って，旧審査登録制度下での公報発行は，平成８年１月１日を境に体制

が異なります。結果として，現行を含め三パターンの公報発行体制が存在

することになります。以下，これらの関係を図で説明します。 

 

【パターン①】 

現行の無審査登録制度下での公報発行は，出願から半年後に発行される

『登録実用新案公報』の一回だけです。この公報には連続した登録番号が

付与されますが，旧制度で登録された実用新案権と区別するために番号は

３，０００，００１番以降の連続番号を使います。現行制度の権利期間は， 
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平成６年１月１日から平成１７年３月３１日までに出願されたものは出願

日から６年間，平成１７年４月１日以降に出願されたものは出願日から１

０年間となっています。 

【パターン②】 

 旧審査登録制度下での公報発行は，原則として出願から１年６月を経過

した時点で発行される『公開実用新案公報』と，審査を経て登録前に発行

される『公告実用新案公報』の二種類が発行されていました。公告実用新

案公報に掲載された考案の権利化を阻止したい場合は，何人も異議申立期

間中に異議を申し立てることができました。旧制度の権利期間は，権利の

始期は実用新案原簿登録日，終期は公告実用新案公報発行日から１０年で

した（出願日から１５年以内の制限あり）。 

【パターン③】 

旧審査登録制度下の大部分の公報は上のパターン②です。但し，実用新

案の審査にはタイムラグがある為，平成６年１月１日以降も旧実用新案制

度による公報発行が続いていましたが，平成８年１月１日から権利登録前

の異議申立制度がなくなりました。これに伴い，『公告実用新案公報』制度

が廃止され登録後の旧制度『実用新案登録公報』発行に変更されました。 
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実用新案登録公報には登録番号が付与されますが，旧制度ではあるもの

の，『公告実用新案公報』を経て登録された実用新案権と区別するため，番

号は２，５００，００１番～２，９９９，９９９番の連続番号を使います。 

 なお，公表実用新案公報と再公表実用新案は，特許と同様ですから説明

を省略します。 

 

【登録実用新案公報】 図は公報の一部 

 

図は，平成８年２月２日に発行された現行制度による登録実用新案第３

０２０５２０号の公報である。考案の名称は「安全標識コーン」，出願日は

平成７年７月１４日，手続きを経て平成７年１１月１日に登録されている。
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現行実用新案制度で発行される公報は，原則としてこの公報のみである。 

前頁図の矢印部分に「評価書の請求 未請求」という記述がある。実用新

案権は無審査で登録されるため，権利者は，予め「実用新案技術評価書」

を取得して相手に評価書を提示して警告をした後でなければその権利を行

使することができない。実用新案技術評価書の請求は，利害関係の有無に

かかわらず何人も請求することができる（実用新案法１２条）。なお，ＩＰ

ＤＬで経過情報を調べると，その後も実用新案技術評価書の請求がなく権

利は平成１３年７月１４日に消滅している。 

本公報は，実用新案登録請求範囲に下記二つの請求項が記述されている。 

【請求項１】 円錐型の本体と，同本体の底面に固着された台板とをそなえ，

上記本体の全周面にわたり，縦方向に延在する突条が６本以上等間隔に

配設されたことを特徴とする，安全標識コーン。 

【請求項２】 請求項１に記載の安全標識コーンにおいて，上記突条が上記

本体の表面から突出した高さが，0.4～1.0mmに設定されたことを特徴と

する，安全標識コーン。 

上記の請求項や考案の詳細な説明等を参考にすると，本考案は従来の円

錐型安全標識コーンの改良に関するものであり，円錐型の本体と本体底面

に固着された台板をそなえ，この本体全周面にわたり縦方向の突条を６本

以上等間隔に配設することで強風時の転倒を解消するものである。

 

 

本体底面に固

着された台板 

６本以上の等間隔

の突条 

突条の突出した高

さが０．４ｍｍ～

１．０ｍｍに設定 

（請求項２） 
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従来の安全標識コーンは強風時に転倒しやすく，転倒防止の重りをつけ

ると持ち運びが不便になる。本考案は，この問題解消をはかるものであり，

重りを付加しなくても実用上十分な転倒防止機能を備える安全標識コーン

を提供することを目的としている。強風が安全標識コーンの円錐型本体を

流れる際に，本体表面を流れる空気流の剥離現象が，表面における突条の

存在で層流剥離から乱流剥離に変わり，後流の渦が小さくなって空気抵抗

が大幅に減少して転倒を免れる工夫である。特に，突条高さが 0.4～1.0mm

の範囲では空気流の剥離現象が的確に乱流剥離となり効果が高い。図は，

同公報に記載されている効果測定結果グラフである。 
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【公開実用新案公報】 図は公報の一部 

 

図は，旧実用新案審

査登録制度下における

公開実用新案公報であ

る。考案の名称は「安

全帽」で，公開日は平

成１年８月１６日。こ

の時点で，出願審査請

求は未請求であるが，

その後に出願審査請求

が行われ，審査後に次

頁の公告実用新案公報

平成７年－１０７７２

号が発行されている。 
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【公告実用新案公報】 図は公報の一部 

 

 図は，旧実用新案審査登録制度の出願手続に則った公告実用新案公報で

ある。権利化を阻止したい者は，利害関係にかかわらず何人も公報発行日

から６ヶ月以内に実用新案登録異議申し立てを行うことができた。平成８

年１月１日から，登録後の公報発行と異議申立制度（後に無効審判を利用

する制度に変更）になり，次頁の「実用新案登録公報」に移行した。 
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【実用新案登録公報】 図は公報の一部 

 

図は，旧実用新案審査登録制度の出願手続に則った実用新案登録公報で

ある。出願日は昭和６３年８月１２日，公開日は平成２年２月２３日（実

開平２－２７９３１号），登録日は平成８年８月２日，実用新案登録公報発

行日は平成８年１０月３０日となっている。旧制度で審査が進められてい

るが，最終段階で平成８年１月１日を過ぎたため，公告実用新案公報では
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なく登録後の公報発行となっている。考案発明の名称は剛体電車線のピン

止め接続構造，実用新案登録請求の範囲は下記である， 

【請求項１】頭部とウエブと底部とから成り，頭部摺接面を一線に揃え端

面を突き合わせた１対のレールと，ウエブの両側面に穿った円形座ぐり孔

へ嵌合ロウ接した円形スペーサと，ウエブの両側面で上記円形スペーサを

介して平行に伸長するブースタバーと，継目中心に左右振分け両レールに

またがる短冊形継目板と，継目板の内面に前記円形スペーサと対応位置で

ロウ接された銅板と，ブースタバーを介し継目板をレールのウエブへ締付

けるボルトとから構成され，ウエブの中心線上で両レールの摺接面を同一

高さとする軸線方向盲孔を継目の頭部へ対向して穿ち，両盲孔に共通のピ

ンを嵌合させたことを特徴とする剛体電車線のピン止め接続構造。 

出願人名から推測すると，恐らく都営地下鉄で利用する，トンネル天井

に固定される架線を架設する際の治具に関連する技術と考えられる。よく

見られる電車の空中架線とは異なり，地下鉄等のトンネル天井に固定され

た架線は剛性が強く，パンタグラフ摺接面に対してより強い衝撃を与える。

特に，架線接続部に段差等が発生するとパンタグラフ損傷の一因となる。

本考案は，架線継ぎ目を溶接することなく，架線レール頭部高さの食い違

いとレールウエブ端面の段差との２つを解決するものである。 

（図１）              （図２） 
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１２．特許情報の意義と読み方 

 

ＹＵＰＡＳＳの開発目的は，大学等の研究者や学生がイノベーション創

出につながる研究を行う際に，特許情報やパテントマップを効果的に利用

しながら研究に取組む環境を整備することです。ＹＵＰＡＳＳは特許情報

データベースとして基本機能を持っていますから，開発後はユーザーの工

夫次第で，教育利用，権利侵害調査等の幅広い活用シーンが考えられます。 

近年ではイノベーションを単に技術革新と理解するよりも，技術革新が

最終的に産業創造を引き起こす社会的営みまでを含む概念ととらえるよう

になっています。技術分野や研究フェーズで異なるものの，個々の発明が

具体的な産業創造に至るまでには，研究成果の製品への作り込み等の研究

が必要になります。ブレイクスルーを狙う最先端の研究であっても，そこ

で得られた知見が先鋭であるほど製品化へ向かう要素技術への落とし込み

は長い道のりになることが多いものです。現実に産業創造に至るまでには，

ブレイクスルーを狙う研究活動から要素技術への落とし込みを行う研究活

動まで幅広い活動が行われており，工学部等の開発系学部でもこれらの研

究が混在して進められるのが現実です。過去の研究者ヒアリング（平成１

６年度特許庁受託研究等）結果によると，制御系の基本概念に近い領域で

は研究情報として論文情報の方がより優れているケースが存在するが，一

般的には出願公開までのタイムラグを差し引いても特許情報も論文情報と

同様に研究情報としての価値があるものとする考えが多かった。 

 図は，ブレイクスルー技術とその後の開発競争を示している。 
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特に，萌芽的フェーズのブレイクスルー技術は，特許情報として顕在化

しにくく，論文情報に頼ることが多いと考えられる。しかし，このような

場合でも，ある局面を過ぎると一気に製品化に向けた要素技術開発競争に

移行する。そのタイミング予測が困難であるゆえに，それに備えて周辺技

術まで含めた事前の開発戦略立案が必要になる。また，技術の他分野への

応用展開もイノベーションを引き起こす重要な要素であり，この場合は異

なる技術分野の特許情報も含めた調査が必要になる。 

 公開までのタイムラグを持つ特許情報が，論文情報と同じ役割を果たせ

るかという点については様々な見解が存在する。図は，論文発表と特許出

願行動の組み合わせである。 

 

大学では論文発表のみのケースも多いと想定されるが，企業はいち早く

製品開発に結びつけるために，企業研究者には基本的に論文発表は認めな

いというのが原則である。企業が100億円かけて研究開発に至った技術につ

いて，会社のコントロールなしで個人発表を認めることはあり得ない。会

社が保有する技術で研究のコア部分を容易に公開しないことは当然である。

特許出願も行わないという選択もあるが，恐らく一番多いケースは，大半

をノウハウとして管理して必要最小限度の部分だけを特許出願するパター
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ンである（逆に特許網構築戦略もある）。このケースであれば，研究論文を

探しても重要な部分はヒットしない。このように，たとえブレイクスルー

技術であっても，企業発技術であれば論文検索のみでは探索できないケー

スがある。論文発表なしあるいは発表の意図的遅延で，特許出願を行う組

み合わせでは，ブレイクスルー技術であっても（たとえタイムラグがある

にしても）特許情報を調べる価値があるだろう。もちろん，論文発表もし

ない，特許出願も行わない場合は，周辺の情報収集等で対処するしかない。 

ブレイクスルー技術以外でも，大学発技術の外部移転を考えるのであれ

ば，企業と同様にある技術領域全般に及ぶ戦略的特許網を構築することが

望ましい。もちろん，管理コストや大学研究室の体制から考えると，この

ような手法を実現できるのはごく一部の事例に限られるのが通例であるが，

時々は自分の研究領域で特許網構築を想定した特許情報調査を行うことも

効果的と思われる。 

 平成１８年度特許庁受託研究「大学における研究者用特許情報データベ

ース活用モデルの構築と検証」では，研究者の特許情報に対する意識調査

を実施している。本研究の詳細な報告は次のＵＲＬを御参照下さい。 

 http://t-kimura03.cc.yamaguchi-u.ac.jp/exterorg/hou006.html 

されている。ここで実施した研究者アンケート調査で，既に調査対象大学

研究者の 1／4が特許情報を利用していることが判明している。その一方で，

特許情報を利用していない研究者が指摘する理由は，３４％は分類検索が

難しい，４２％が希望通りの検索結果が得られないという意見であった。 

 
生物学分野などではかなり用語にバラエティがあるので，類義語を把握

していないと検索をしても予定した結果が得られない。また，次図のよう
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にパテントマップのような整理された情報が欲しいという意見も多かった。 

 

ＹＵＰＡＳＳでは，これらの対応策として出願件数のグラフ化や公報の

引用・被引用関係の簡易マッピング機能を実装している。 

特許情報の代表的活用シーンは下記のようなものが考えられる。 
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【特許情報の読み方】一部の頁を抽出表示したもの 

 公開特許公報２００７－２１１５７９号を利用して，特許情報の読み方

を簡単に説明する。この出願自体は平成１８年６月２８日に出願されてい

るが，平成１７年１０月２５日と平成１８年１月１６日の国内出願を元に

国内優先権制度を利用して本出願に一本化されていることがわかる。発明

の名称は「排水トラップ及びこの排水トラップを備えた浴室」である。 

 

 発明の名称，要約，選択図を一覧すると，とりあえず発明の概要を把握

できる。詳細把握のためには公報全体を読む必要がある。 

ＩＰＣ国際分類 
ＦＩ分類 

Ｆターム分類 

審査請求の有無 

要約 

代表図面を選択 

国内優先権出願 
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前頁に表示した図（フロントページ）の直後に，【特許請求の範囲】が記

述されている。この部分が発明の技術的範囲を決定する基本資料となる。 

【請求項１ 】は『本体内を天面から垂設された遮蔽部材により流入室と

流出室との２ 室に区画し，前記流入室の天面に洗い場排水流入用の開口を

設け，前記遮蔽部材と本体底面との間の封水に水没する部位に前記流入室

と前記流出室との連通部を設け，前記流出室に流出口を設けた排水トラッ

プであって，前記流入室の側面に浴槽排水が流入する浴槽排水流入口を設

け，前記浴槽排水により前記流入室内に渦流を発生させる渦流発生手段を

設けたことを特徴とする排水トラップ。』と記述されており，浴槽排水が流

入する排水トラップ流入室内に渦流を発生させる手段を設けた排水トラッ

プの発明となっている。 

 

ここでは請求項が１～１０まで記述さ

れている。より正確には、次頁以降の資

料を参考にしながら、請求毎の相互関係

を把握しなければならない。例えば、請

求項２は請求項１の下位概念の発明で

ある。 
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【特許請求の範囲】記述に続いて，【発明の詳細な説明】の記述部分があ

り，この部分で背景技術や発明が解決しようとする課題等が順を追って説

明されている。発明の詳細な説明や図面は，特許請求の範囲記載事項から

発明の技術的範囲を理解するための参酌資料であり，権利書としての性格

を持つ。その一方で，発明が完成するまでの経緯や具体的な実施態様と効

果が記載されているため，研究開発時に他者の開発経緯を調べることや新

規発明着想時の資料としても有効である。 

 

 段落番号は，発明の詳細な説明部分に４桁で適宜挿入する。電子出願導

入で明細書の補正も電子データで行われるようになったが，一部補正の際

に段落番号を指定して必要箇所だけ差し替える手段として利用される。 

技術分野 

背景技術 

先行文献の開示 

発明が解決使用とする課題 

課題を解決するための手段 

段落番号 
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段落番号【０ ０ １ ４ 】が本発明の基本的効果となる部分であり，『本

発明は，本体内を天面から垂設された遮蔽部材により流入室と流出室との

２室に区画し，流入室の天面に洗い場排水流入用の開口を設け，遮蔽部材

と本体底面との間の封水に水没した部位に流入室と流出室との連通部を設

け，流出室に流出口を設けた排水トラップであって，前記流入室の側面に

浴槽排水が流入する浴槽排水流入口を設け，前記浴槽排水により前記流入

室内に渦流を発生させる渦流発生手段を設けたことにより，浴槽からの排

水を利用して，この排水を排水トラップ内で渦流として上昇させ，渦流に

より排水トラップ内に装着したヘアキャッチャーに付着する髪の毛等を良

好に剥がし，ヘアキャッチャーの中央部分にまとめることができるものと

発明の効果 
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なる。これにより，ヘアキャッチャーは，中央部分以外に髪の毛が付着し

ていない状態に保たれて，通水が良好となる。』と記述されている。詳細は 

【図１】               【図７】 

    

【図４】 

 

補正を経て，最終登録時には技術的範囲（権利範囲）が狭くなっている。 

詳細は，下記のメーカーＨＰをご参照下さい。 

http://www.inax.co.jp/products/bathroom/system/precio/point/?from=

precio_top 

浴槽の排水口部分の発明 

最終排水 

浴槽下部から

の排水が流れ

込む 

渦流になり初めは上昇、

排水が進み浴槽水位が

下がると渦流水位が下

がる。ヘアキャッチャー

に絡みついた髪の毛は

渦流で内側に落ちる。水

位が下がると髪の毛は

底部にまとまる。最後に

ヘアキャッチャーを裏

返して髪の毛を捨てる。 

74 

 



 

 発明の具体的な実施例が記述されている。原則として，発明思想の下位

概念の位置づけであり，実施例で発明の技術的範囲の最大限を表している

わけではない。実施例部分には，測定データ等が記述されていることも多

く，実験をトレースする際に参考となる情報が多い。 

 

 

 

 

 

 

実施例 
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図面の簡単な説明 

図面 

公報末尾に、図面の簡単な説明と図

面が記載される。なお、本文だけで

発明を表すことができたら図面は

必須項目ではない。 
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 本公開特許公報には，公開手続き以前に提出された「手続補正書」もあ

わせて開示されている。具体的には，【請求項１】の末尾を『～前半部分省

略～前記浴槽排水により前記流入室内に渦流を発生させる渦流発生手段を

設けた排水トラップであって，前記渦流発生手段は，浴槽排水流入口が縦

長状に形成されたことを特徴とする排水トラップ。』に変更，【請求項２】

を『請求項１に記載の排水トラップを備えた浴室。』に変更している。流入

口形状を縦長に指定し（権利範囲は減縮）結果として排水流速を速くする

補正により，製品発表前の確実な権利化を目指したものである。また，発

明の詳細な説明を含む明細書全文は，上記変更を受けて全文変更の補正が

されている。 

手続補正書 
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これらの，出願経緯を含む経過情報はＩＰＤＬから参照する。 

 

 

 

文献をまとめ

てＰＤＦファ

イルで取得す

る場合は、こ

のボタンをク

リック。 

このボタンをクリックする

と下記の経過情報表示画面

が開く。 

経過情報には出願経緯や審

判等の情報が記述されてい

る。審査に利用した特許文献

や論文等の非特許文献が記

載されていることもあるの

で、ＹＵＰＡＳＳと併用して

確認しましょう。 
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１３．ＩＰＤＬと併用する方法 

 

ＹＵＰＡＳＳは，特許・実用新案について書誌的事項を含む公報全文を

検索対象領域とする，検索リストは最大１０万件生成される等の特徴を持

っています。一方，ＩＰＤＬは，特許・実用新案以外に意匠，商標，審判

情報，手続きの経過情報まで広く検索でき，分類検索記号の決定に利用す

るパテントマップガイダンス画面やヘルプ機能も充実しています。ＹＵＰ

ＡＳＳは，検索時の入力方法をできるだけＩＰＤＬに準拠するように開発

していますので，特許等の検索に慣れてきたら「ＹＵＰＡＳＳ」と「ＩＰ

ＤＬ」を同時に立ち上げて利用すると便利です。 

 

 

ＹＵＰＡＳＳ 

ＩＰＤＬ 

商標検索 

審判検索 

特・実検索 

意匠検索 

パテントマップガイダンス 
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下記がＩＰＤＬのトップページＵＲＬです。 

http://www.ipdl.inpit.go.jp/homepg.ipdl 

 ＩＰＤＬを単独で利用する場合，特許・実用新案検索では下記の公報テ

キスト検索を利用することが多いでしょう。 

 

 ＹＵＰＡＳＳと併用するシーンでは，下図と次頁以降のパテントマップ

ガイダンス（ＰＭＧＳ）画面を利用する頻度が高いと思われます。 

 

ＩＰＤＬ単独利用時には

この公報テキスト検索画

面の利用が多い 

ＹＵＰＡＳＳとＩＰＤＬ併用時には公報番号が判

明しているので、この検索画面か、分類検索の記

号を調査するためにＰＭＧＳ画面の利用が多いと

思われる。以下、これらを重点に説明する。 
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 図はパテントマップガイダンス（ＰＭＧＳ）の基本画面である。 

 

 ＹＵＰＡＳＳには，ＩＰＣ等の検索用分類記号自体を直接検索する画面

はありません。ＹＵＰＡＳＳで分類記号検索をする際には，上記のＩＰＤ

Ｌ画面を立ち上げておきます。 

画面の「直接コード入力ボックス」は，例えばＦタームのテーマコード

『５Ｂ００１』の技術内容を確認するときに利用します。逆に，画面下部

に表示されているように，『土壌』という語句からＦＩ等の分類記号を調べ

ることもできます。また，画面左側に配置されている『ＦＩ照会』『Ｆター

ム照会』『ＩＰＣ照会』の文字リンクをクリックして，階層構造的にその内

容を展開する方法もあります。簡単に検索するには，最後のクリックしな

がら順に展開する方法が良いかもしれません。次頁以降でその部分を説明

します。 

  

 

 

ＦＩ，Ｆターム，Ｉ

ＰＣの文字部分を

クリックし順に展

開する方法もある 

入力例を参考に、直接コー

ド入力ボックスに入力する 

キーワードから分類

記号を直接検索する 
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【ＩＰＣ分類検索用記号の展開】 

パテントマップガイダンス（ＰＭＧＳ）基本画面の左側にある『・ＩＰＣ

照会』をクリックすると下記画面に移動する。 

 

 
 

ＩＰＣ（国際特許分類）

はＡからＨまで８種類の

セクションに大分類され

る。固定構造物のＥセク

ションをクリックすると

下記画面が表示される。 

Ｅセクションは、更にＥ

０１からＥ０６、そして

Ｅ２１とＥ９９に分類さ

れている。ここでは、道

路、鉄道または橋りょう

の建設であるＥ０１をク

リックする。 
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更に、軌道、軌道用の工

具、あらゆる種類の鉄道

建設用機械であるＥ０１

Ｂをクリックすると、下

記展開画面が表示され

る。 

レール継ぎ目であ

る、１１／００をク

リックすると、次ペ

ージの展開画面が表

示される。 
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 この画面の，例えば１１／１２をクリックしても次の展開画面は表示さ

れない。この部分が，展開された階層構造の最も下位であることがわかる。 

 
 

 

 

 

 ここまでのＩＰＣの絞り込みをまとめると次のようになる。 

 上から下に向かって階層構造を絞り込むことになる。 

・Ｅセクション 固定構造物 

・Ｅ０１    道路，鉄道はたは橋りょうの建設 

・Ｅ０１Ｂ   軌道，軌道用の工具，あらゆる種類の鉄道建設用機械 

・１１／００  レール継ぎ目 

・１１／１２  レールの底部のみを係合する継ぎ目板 

これをまとめると，ＩＰＣ分類記号は Ｅ０１Ｂ１１／１２ となる。 

  

 

 

 

レール底部のみを係

合する継ぎ目板であ

る１１／１２をクリ

ックしても、次ペー

ジは表示されない。 

最終的に・・・ 

Ｅ０１Ｂ１１／１２ がここまで絞り込んだ技術のＩ

ＰＣ分類記号となる。 
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ＩＰＣ分類記号の各記号は，下記の名称で階層化されている。 

 Ｅ０１Ｂ１１／１２  

 

セクション   サブクラス    サブグループ 

             クラス  メイングループ 

  

なお，より正確には， 

・11/00  レール継ぎ目（レールの電気的接続Ｂ６０Ｍ５／００）    

は，そのメイングループに含まれる全てのサブグループを含む（/00 以

下の全て）。サブグループまで絞り込んだ結果，検索ヒット件数が少なく

なった場合には，メイングループに戻ってＥ０１Ｂ１１／００で検索す

ると良い。 

 更に，サブグループの後ろにある『・』は意味があり，『・』数の少ない

ものはその下にある分類を含んでいる。 

・11/02 ・取りはずしできるレール継ぎ目 

・11/04 ・・平形継ぎ目板  

・11/06 ・・・くさびまたはピンをもつもの 

 例えば，Ｅ０１Ｂ１１／０２は，「取りはずしできるレール継ぎ目」とし

て「平型継ぎ目板」を含んでいる。同様にして，Ｅ０１Ｂ１１／０４は，

「平型継ぎ目板」として「くさびまたはピンをもつもの」を含んでいる。

Ｅ０１Ｂ１１／０６は，「レール継ぎ目」のうち「取りはずしできるレール

継ぎ目」，更に「平形継ぎ目板」のうち「くさびまたはピンをもつもの」の

技術分類を表している。 
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【ＦＩ分類検索用記号の展開】 

パテントマップガイダンス（ＰＭＧＳ）基本画面の左側にある『・ＦＩ

照会』をクリックすると下記画面に移動する。 

 

 

農業、林業、畜産、狩猟、

捕獲、漁業のＡ０１をクリ

ックすると次頁の画面が

表示される。 

ＦＩは、国際特許分類を

元に、日本の技術領域を

勘案して再分類展開記号

を付与したものである。

ＡからＨまで８種類のセ

クションと広域ファセッ

トに大分類される。生活

必需品のＡセクションを

クリックすると下記画面

が表示される。 
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遺伝子型を改変するため

の処理である１／００を

クリックすると次頁の画

面が表示される。 

新規植物またはそれらを得る

ための処理、組織培養技術によ

る植物の増殖であるＡ０１Ｈ

をクリックすると下の画面が

表示される。 
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 サブグループ末尾に付加されている『・』の考え方は，８１頁で説明し

たＩＰＣの場合と同様である。例えば，Ａ０１Ｈ１／０８を選択すると，

「生活必需品（Ａ）」，「農業（Ａ０１）」，「新規植物またはそれらを得るた

めの処理，組織培養技術による植物の増殖（Ａ０１Ｈ）」，「遺伝子型を改変

するための処理である（Ａ０１Ｈ１／００）」で，「突然変異を起こさしめ

るための処理（Ａ０１Ｈ１／０６）」のうち「染色体数の変化を起こさせる

方法または装置（Ａ０１Ｈ１／０８）」まで絞りこんだことになる。 

なお，Ａ０１Ｈ１／０２の「交配の方法または装置，人工授粉」は，更

にＡ「交配，人工授粉のための装置・器具」とＺ「その他のもの」に細分

類される。この場合，「Ａ０１Ｈ１／０２Ａ」のように半角英数字で入力す

ることになる。 
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【Ｆターム分類検索用記号の展開】 

パテントマップガイダンス（ＰＭＧＳ）基本画面の左側にある『・Ｆタ

ーム照会』をクリックすると下記画面に移動する。 

 
 

 

２Ｂから５ＭまでのＦタ

ームテーマグループが表

示されている。ここでは、

４Ｂをクリックすると下

の画面が表示される。 

４ＢのＦタームテーマコ

ードが表示される。更に、

穀類誘導製品３（麺類）

である４Ｂ０４６をクリ

ックすると次頁の画面が

表示される。 
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 最終的に，Ｆターム「４Ｂ０４６」のＦタームリストが表示される。 

 Ｆタームは，このテーマコード「４Ｂ０４６」とリストに展開されてい

る記号を組み合わせて検索を行う。 

 

 例えば，ラーメンの麺の形状構造で，ボールのような塊の麺に具を組み

合わせたものであれば，テーマコード「４Ｂ０４６」で，Ｆタームリスト

の「ＬＥ１３」と「ＬＥ１５」を論理積として検索する。ＹＵＰＡＳＳの

Ｆターム検索は，全文検索でこれら要素を入力する（２１頁で説明済み）。 

 

検索対象を全文にする。 
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１４．ＹＵＰＡＳＳの検索事例 

 

 テキストを利用した検索（事例１）と分類検索の中でＦタームを利用し

た検索（事例２）を説明し，末尾に知財戦略の考察例を記述します。 

 

 １４－１ 事例１・・・テキスト検索で絞り込む 

 

 ６６～７４頁で浴槽排水口を説明していますので，課題を「浴槽排水口

に溜まる髪の毛を，渦流を利用して処理する技術。」に設定します。図のよ

うに入力すると１４１件の特許・実用新案公報（広義）が検索されました。 

 

１４１件の公報が検索された 

検索対象を全て「全文」に指

定、検索語句を入力する。 

タイトル（発明の名称）、出願

人名から、それらしい公報を

読む。 
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 課題に合わせて，テキスト検索で該当する公報の概略を抽出します。類

義語辞書は実装していませんから，類義語をご自身で選択して入力する必

要があります。一番下の欄は日付検索専用ですから，その上の入力欄を全

て利用します。一行目から四行目までの検索対象を「全文」に指定して，

一行目は「浴槽＋浴室＋風呂」の論理和，二行目は「排水＋水流」の論理

和，三行目は「渦」，四行目は「髪」と入力して検索ボタンをクリックしま

す。渦流，髪の毛は，それぞれ「渦」「髪」で検索します。前頁図のように

１４１件の公報が検索されました。ここで，「すべてを表示」のリンクをク

リックすると下図のように要約等の文章が表示されます。３千件以内です

から，必要に応じてＣＳＶデータ取得や年別出願件数グラフ化を行います。 

 

「浴槽排水口の髪の毛を渦

流で処理する」という課題に

近い公報を抽出するために

は、「すべてを表示」部分を

クリックして要約等表示画

面に移動する。 
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タイトル（発明の名称）を見ると，「ヘアキャッチャー」という文言が散

見されます。これを利用して検索条件を変えてみます。検索対象を「全文」

に指定，一行目はそのままで「浴槽＋浴室＋風呂」の論理和，二行目もそ

のままで「排水＋水流」の論理和，三行目を「渦×髪」の論理積に変更し

て，四行目に新たに「ヘアキャッチャー」と入力します。先ほどの１４１

件から２２件になりました。ここまで絞り込むと検索漏れが多くなります

から，先ほどの検索で公報の要約等を手がかりにそれらしい公報を一つず

つ読み込んでいくと良いでしょう。但し，分類検索記号を逆引きする場合

はこの程度の件数でも役に立ちます。次頁以降のＦタームによる検索で利

用するために『公開特許公報２００８－１４１３５号』を保存します。 

 

少し絞り込みすぎか？？？ 

次頁のＦターム検索に利用

するので、この公報をダウ

ンロードする。 
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 １４－２ 事例２・・・Ｆタームを利用した検索 

 

 「ＩＰＣ」と「ＦＩ」は，ＹＵＰＡＳＳの「検索対象」から指定すると

そのまま利用できます。既に２２頁で説明したように，ＹＵＰＡＳＳには

明示的なＦターム検索機能は未実装であり，「検索対象」選択欄で指定する

ことはできません。Ｆタームだけで検索を行う場合は，ＩＰＤＬの特許実

用新案分類検索サービスの利用を検討して下さ。但し，一般的な特許検索

システムではＦタームと技術用語，あるいはＦタームと出願人氏名住所等

を統合して検索するサービスは提供されていない場合が大半です。ＹＵＰ

ＡＳＳのデータベースにある全文検索フィールドには，Ｆターム分類記号

を含む公報に記載される全情報を収納していますから，裏技ではあります

が検索対象を「全文」に指定することでＦタームとテキストやその他の検

索との間で統合検索ができます。はじめに，『公開特許公報２００８－１４

１３５号』の公報からＦタームを逆引きしましょう。発明の名称は「ヘア

キャッチャーに付着する髪の毛等の剥がし取り方法」というプロセス（方

法）の発明ですから，髪の毛を取るというここで検索すべき技術が色濃く

表れている可能性があります。なお，特許公報（狭義）本体にはＦターム

の分類記号は記述されないケースが多いようです。従って全文でＦターム

の分類記号検索を行うと，基本的には公開特許公報が検索されます。ここ

から，特許公報を調べる場合はＩＰＤＬの経過情報等をご利用下さい。 

 

 本公報のＦタームテーマコードは「２Ｄ０６１」である。次に，公報最

終頁を参照する（次頁）。 

Ｆタームテーマコードはこ

こに記載。展開リストは公

報最終頁に記載。 
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 最終頁一番下の行に，テーマコードとＦタームリストが記述されている。 

 

 

Ｆタームテーマコード 

２Ｄ０６１ 

Ｆタームリスト 

ＤＡ０１  ＤＤ０８ 

ＤＤ１０  ＤＤ２０ 

ＤＥ１５ 

DE15 

ＩＰＤＬのパテントマッ

プガイダンス（ＰＭＧＳ）

で確認すると下記の各要

素となる。 
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具体的には下記の関係になっています。 

２Ｄ０６１ 流し・廃水用設備 

    ＤＡ００ 流出装置及び付属装置の用途 

         ＤＡ０１・浴槽，浴室用 

    ＤＤ００ 臭気止めトラップ 

         ＤＤ０８・・水溜め椀状体利用トラップ 

         ＤＤ１０・・複数の排水管誘導型 

         ＤＤ２０・その他 

ＤＥ００ 排水部構造 

     ＤＥ１５・捕捉装置 

 

 

検索対象を「全文」に

指定、一行目にテーマ

コード、二行目は「Ｄ

Ａ０１とＤＥ１５」の

論理積、三行目は「Ｄ

Ｄ１８とＤＤ１０と

ＤＤ２０」の論理和と

して入力する。その結

果１７件検索された。 
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 画面の「全てを表示」部分をクリックして要約を読むと，数件を除いて

ほぼ適格に抽出されていることが確認できる。 

 

 前頁図を見ると，タイトル（発明の名称）の内容から推測してリスト最

下部二件の公報「公開特許公報２００３－２１３７８３号（グリーストラ

ップ）」と「公開特許公報２００７－２５２６号（フィルター装置およびそ

の洗浄方法）」は，髪の毛除去技術とは異なる可能性が高い。また，「公開

特許公報２００８－６９５７３号（排水構造グリーストラップ）」の要約部

分を読むと，髪の毛除去とは直接的には無関係の可能性が高い。そこで，

次頁の図にあるように，検索フィールドを論理和にしてテキストで「髪＋

毛」を追加入力する。 

 

要約欄を読むと、この公報は「排水口の髪の毛除去」

技術とは異なる可能性が高い。 
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 ここで検索ボタンをクリックすると１４件になり，３件減少した。 

 

検索からはずれた公報は，予想通り「公開特許公報２００３－２１３７

８３号（グリーストラップ）」「公開特許公報２００７－２５２６号（フィ

ルター装置およびその洗浄方法）」「公開特許公報２００８－６９５７３号

（排水構造グリーストラップ）」となっている。このように，テキストと組

み合わせるＦタームの分類記号を利用した検索は利用価値があると考えら

れる。 

 

 

 

 

 

 

３件減少 
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（検索からはずれた公報「公開特許公報２００３－２１３７８３号」） 

 

（検索からはずれた公報「公開特許公報２００７－２５２６号） 
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（検索からはずれた公報「公開特許公報２００８－６９５７３号」） 

 

 なお，ＩＰＤＬを含めて，Ｆタームによる検索は展開リスト記号の組み

合わせに工夫が必要です。本事例の検索課題から検討すると，一行目に「流

し・廃水用設備」のテーマコード２Ｄ０６１を入力します。多くの場合，

一行目はテーマコードの入力になるでしょう。日付以外の検索フィールド

は四行ですが，あとで利用する可能性が高いテキスト入力による絞り込み

行を一つ残すと，残りは二行になります。そこで，二行目を論理積に指定

して，「流出装置及び付属装置の用途」であるＤＡ００から展開された「・

浴槽，浴室用」のＤＡ０１と「排水部構造」ＤＥ００から展開された「・

捕捉装置」のＤＥ１５を入力します。これで，二行目は流し・廃水用設備

のテーマコードの中で，「流出装置及び付属装置の用途」の中で「浴槽，浴

室用」の用途に使われる技術と，「排水部構造」で「捕捉装置」の技術を論

理積で絞ることになります。三行目は論理和に指定して，「臭気止めトラッ

プ」であるＤＤ００から展開された「・・水溜め椀状体利用トラップ」の

ＤＤ０８と「・・複数の排水管誘導型」のＤＤ１０と「・その他」のＤＤ

２０を入力します。 
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 １４－３ 知財戦略の考察例 

 

６５頁で説明したように，特許情報の利用シーンは研究テーマに関する

発想法取得や共同研究先の探索など，多様な場面が考えられる。ここでは，

本利用マニュアル中で利用したＩＮＡＸの浴槽排水口技術を検討する。 

製品情報は http://www.inax.co.jp/ から，「商品：浴室」をクリック

して下さい。ここで，任意のシステムバスページに移動すると，『くるりん

ポイ排水口』の説明を参照できます。なお，細かく見ると特許出願経緯等

で若干再検討すべき点はありますが，営業上は浴室商品として大ヒットし

た商品であることを念のために申し添えておきます。 

 以下の『くるりんポイ排水口』の出願経緯や検討事項は，平成２０年１

月に，山口大学技術経営研究科「知的財産戦略特論」の講義二コマを利用

して広島教室一年生（当時）四名が作成したものです。９９頁以降の個別

分析内容は意見が分かれたために，各人の見解が示されています。 

 

 平成２０年１月時点で，商品化に足並みを揃えた特許権は特許３８８６

０５５号です。本出願は，国内優先権，分割出願，補正等を繰り返し，早
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期審査請求がなされています。その結果，通常は「公開特許公報」発行後

に「特許公報（狭義）」発行になるところを，発行時期が逆になっています。

具体的には，「特許公報３８８６０５５号」発行日が２００７年２月２８日

（特許原簿登録日は２００６年１２月１日），「公開特許公報２００７－２

１１５７９号」発行日は２００７年８月２３日です。技術内容詳細は７０

頁の説明に譲ります。基本的には，排水トラップの流入室側面に浴槽排水

が流入する縦長形状の浴槽排水流入口を設け，浴槽からの排水が流入室内

に渦流を発生させることを利用して，この排水を排水トラップ内で渦流と

して一旦上昇させ，渦流により排水トラップ内に装着したヘアキャッチャ

ーに付着する髪の毛等を良好に剥がし，渦流の排水水位が下がるとともに

ヘアキャッチャーの中央部分にまとめる技術である。７３頁で，拒絶理由

通知を受けて出願分割するとともに補正を行い，流入口形状を縦長に指定

し排水流速を速くした部分に発明を限定したことについても説明済みです。 

 上記技術の基本出願は，特許出願番号２００５－３１０５６６号（２０

０５年１０月２５日出願）と特許出願番号２００６－８０４８号（２００

６年１月１６日出願）の二つの出願を国内優先権出願制度で統合した特許

出願番号２００６－１７８８４１号（２００６年６月２８日出願）です。

この基本出願に対して，２００６年１０月３日に進歩性なし（単なる渦流

は先行文献が多い）とする拒絶理由通知があった。そこで，特許発明の技

術的範囲を「排出口が縦長状（渦流の速度が速くなる）」に限定し特許３８

８６０５５号として登録された。拒絶理由がある「単なる渦流」だけの部

分は切り分けて分割出願（特許出願番号２００６－２８５７１２号）され，

更に髪の毛剥がしプロセスを抽出して特許出願番号２００７－２５６５８

６号（２００７年９月２８日出願）として分割され，残りの原出願に近い

ものが公開特許公報２００７－２１１６８１号で公開されている。権利化

可能性がある技術を少しずつ切り分けており，最後に残った部分は捨て駒

の可能性が高い。なお，製品化過程で渦流の速度が早くウォータートラッ

プ内の水が下部に引き込まれて水だまりがなくなる（破水），その際にボコ

ボコと騒音がすることが判明して，対策のために製品化時期が一年遅れて

いる。パイプを縦に配設して圧力調整をすることで対応しており，この部

分も当初の出願から国内優先権制度で切り分けている。前頁図下部の丸一

との関係は微妙なので興味のある方は出願内容や時期を御検討下さい。 
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１５．最後に 

 

 ここまでの説明で，ＹＵＰＡＳＳ（山口大学特許検索システム）の基本

的利用方法を理解していただけたと思います。 

利用者の皆様が，ＩＰＤＬ，ＹＵＰＡＳＳ，場合によっては有料の検索

システム等を効果的に選択し，そして当然のことながら論文情報と組み合

わせつつ研究開発を進めるためのインフラとして利用していただけると望

外の幸せです。 

 

なお，システム自体の問い合わせ，システム管理に関する問い合わせ，

バグ報告及び検索方法の問い合わせはメールにて山口大学木村友久までご

連絡をお願いします。 

t-kimura@yamaguchi-u.ac.jp 
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